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須
恵
町
の
各
種
団
体
、
サ

ー
ク
ル
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
た
、
女
性
綱
引
き

ク
ラ
ブ
「
ア
ザ
レ
ア
Ｔ
Ｃ
」

さ
ん
に
ご
め
ん
な
ざ
っ
し
ぇ

〜
。 

（
ご
免
く
だ
さ
い
） 

◇
　
　
　
　
◇ 

　
綱
引
き
ク
ラ
ブ
　
ア
ザ
レ

ア
Ｔ
Ｃ
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。 

　
結
成
六
年
目
、
主
婦
十
二

名
（
平
均
年
齢
四
十
歳
）
と

吉
田
監
督
と
で
、
第
一
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
週
三
回

練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

  

　
指
導
に
平
山
さ
ん
、
倉
光

さ
ん
、
ま
た
佐
川
急
便
福
岡

綱
引
き
ク
ラ
ブ
や
本
合
（
も

っ
た
い
）
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

が
来
て
く
れ
て
、
皆
で
全
国

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
今
ま
で
の
実
績
は 

　
福
岡
県
大
会
二
位
、
山
口

県
大
会
優
勝
、
男
女
混
合
ス

ポ
レ
ク
鳥
取
五
位
等
々
、
そ

し
て
全
国
大
会
出
場
に
至
り

ま
し
た
。 

　
今
後
の
予
定
は 

　
大
会
は
、
年
に
六
〜
八
回

で
県
大
会
を
は
じ
め
、
九
州

大
会
、
西
日
本
大
会
な
ど
県

内
外
問
わ
ず
出
場
し
て
い
ま

す
。 

 

　
次
回
は
、
五
月
十
八
日
の

福
岡
県
大
会
で
、
全
国
ス
ポ

レ
ク
予
選
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
七
月
上
旬
に
大
分

県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
る
西

日
本
大
会
に
も
参
加
す
る
予

定
で
す
。 

　
目
標
や
、
望
む
こ
と
は 

　
主
婦
を
し
な
が
ら
の
活
動

で
少
々
大
変
で
す
が
、
ま
ず

は
目
前
の
前
回
二
位
だ
っ
た

福
岡
県
大
会
の
優
勝
が
目
標

で
す
。 

　
ま
た
、
制
限
体
重
五

二
〇
kg
と
い
う
中
、
我
が
チ

ー
ム
は
四
五
〇
kg
と
軽
量
な

た
め
、
若
く
て
体
格
の
良
い

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
遠
征
費
等
が
か

さ
む
関
係
上
、
補
助
金
の
交

付
や
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し

て
い
ま
す
。 

　
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

広報特別委員会委員と一緒に記念撮影 

恵 須 

ここが聞きたい（一般質問） 
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委員会レポート 委員会レポート 

ここが聞きたい（一般質問） 

主な内容 主な内容 3月定例会 3月定例会 

　「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

に
登
場
す
る„
ド
ー
ド
ー
“と

い
う
鳥
、自
分
の
涙
で
で
き

た
池
に
落
ち
た
ア
リ
ス
の
濡

れ
た
服
を
乾
か
す
た
め
に
レ
ー

ス
を
提
案
し
た
あ
の
鳥
で
あ

る
。 

　
大
き
な
く
ち
ば
し
、丸
々

と
太
っ
た
体
と
不
釣
り
合
い

な
小
さ
な
羽
、想
像
上
の
鳥

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、実
は
三

百
年
程
前
ま
で
は
実
在
し
て

い
た
と
い
う
。人
間
の
進
出
が

原
因
で
絶
滅
し
た
ら
し
い
。 

　
地
球
上
に
生
息
す
る
生
物

は
今
、一
日
に
一
種
が
絶
滅
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、現

在
、国
内
に
生
息
す
る
鳥
類

で
絶
滅
寸
前
の
種
は
二
十
七

種
類
も
あ
る
。 

　
日
本
を
代
表
す
る
鳥
と
し

て
知
ら
れ
た
日
本
産„
ト
キ
“

が
絶
滅
し
、„
ト
キ
“と
同
時

期
に
天
然
記
念
物
の
指
定
を

受
け
た„
タ
ン
チ
ョ
ウ
“も
、大

正
時
代
に
は
十
数
羽
に
ま
で

減
少
し
て
い
た
が
、何
と
か
人
々

の
給
餌
で
、六
百
羽
を
超
え

る
ま
で
に
増
え
て
い
る
。 

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が

何
か
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

　
も
う
こ
れ
以
上
、物
語
の

中
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
生

物
を
増
や
す
の
は
や
め
た
い

も
の
だ
。 

　
　
　
　
　
　
今
村
　
桂
子 

女性綱引きクラブ「アザレアTC」 
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記 

編
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後
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　町議会の活動の状況を知る
ために、どなたでも傍聴でき
ます。 
　申込みの受付は、役場４階
議会事務局で行っています。 
　なお、次の定例議会は、6月
12日からの予定です。 
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議　　長　　藤石　　豊 

委 員 長　　御手洗寿乃 

副委員長　　合屋　伸好 

委　　員　　森　　勝己 

委　　員　　今村　桂子 

ごめんな
ざっしぇ〜！
ごめんな
ざっしぇ〜！
ごめんな
ざっしぇ〜！

の
ど
が 

渇
い
ち
ゃ
っ
た
！ 

ごめんなざっしぇ～！（女性綱引女性綱引きクラブ　アザレアTCTC） ごめんなざっしぇ～！（女性綱引きクラブ　アザレアTC） 



開会を宣言する藤石議長 

　平成２０年第１回定例会は、３月５日から３月２１日ま
での１７日間で行われ、提案された議案３０件につい
ては、原案のとおり可決・承認されました。 
　また、意見書２件についても可決されました。 

3 定 会 月 例 

緊
縮
予
算
！

基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
が
必
要

更
な
る
抑
制
を

  

　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

六
十
六
億
三
千
三
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。 

　
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
二
億
二
千
七
百
万
円

の
減
で
、
率
に
し
て
三
・
三

％
減
の
緊
縮
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
二
〇
一
一
年
度
を
目
途
に
、

国
・
地
方
を
通
じ
た
基
礎
的

財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）
の
黒
字
化
を
目

指
す
た
め
の
「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
中
、
国
庫
補
助
金

四
兆
七
千
億
円
、
地
方
交
付

税
五
兆
一
千
億
円
の
減
少
に

対
し
、
税
源
移
譲
は
三
兆
円

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
方
税
収
の
増
加

に
は
地
域
間
に
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
特
に
税
収
の
乏
し
い

地
方
団
体
に
と
っ
て
は
一
層

厳
し
い
状
況
で
、
地
方
財
政

は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い

ま
す
。 

　
更
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
「
骨
太
の
方
針
二
〇

〇
七
」
に
お
い
て
も
、
地
方

は
歳
出
の
削
減
に
取
り
組
む

こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
地
方
財
政
の

厳
し
さ
に
加
え
、
行
財
政
改

革
の
究
極
の
手
段
で
あ
る
合

併
協
議
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。 

　
本
町
に
お
い
て
は
単
独
行

政
の
道
と
い
う
選
択
肢
も
視

野
に
入
れ
て
行
財
政
の
運
営

に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な

い
と
こ
ろ
で
す
。 

   

　
歳
入
の
予
算
に
つ
い
て
、

町
税
の
う
ち
個
人
住
民
税
は
、

前
年
度
比
六
千
七
百
万
円
の

増
、
町
税
全
体
で
は
七
・
八

％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
税
等

暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
る

事
態
を
考
慮
し
、
地
方
譲

与
税
・
自
動
車
取
得
税
交

付
金
を
合
わ
せ
五
千
万
円

を
減
額
し
て
い
ま
す
。 

　
地
方
交
付
税
は
、
地
域

間
の
税
収
偏
在
を
是
正
す

る
た
め
、
二
十
年
度
に
お

い
て
は
「
地
方
再
生
対
策
費
」

と
し
て
四
千
億
円
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
交

付
額
を
三
千
三
百
万
円
と

試
算
し
、
普
通
交
付
税
・

特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
て

対
前
年
度
比
六
千
二
百
万

円
の
増
、
三
・
九
％
の
増

で
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
歳
入

全
体
に
お
い
て
は
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め

に
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
収
支
の
均
衡
を
保
っ
て
い

ま
す
。 

　
十
九
年
度
の
取
り
崩
し
予

算
額
八
億
二
千
万
円
に
対
し
、

二
十
年
度
は
四
億
七
千
万
円

の
減
で
、
三
億
五
千
万
円
の

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
一
方
歳
出
に
お
き
ま
し
て

は
、
更
な
る
抑
制
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
財
政
改

革
推
進
の
一
環
と
し
て
、
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
特
別
職

の
給
与
カ
ッ
ト
、
職
員
数
の

削
減
、
管
理
職
手
当
・
地
域

手
当
・
時
間
外
手
当
の
減
額
、

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
交
際

費
の
抑
制
、
職
員
の
旅
費
支

給
条
例
の
改
正
に
よ
る
減
額

措
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
財
政

状
況
の
た
め
区
長
会
を
は
じ

め
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の

削
減
、
敬
老
祝
い
金
を
節
目

で
の
支
給
に
変
更
す
る
な
ど
、

歳
出
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。 

　
非
常
に
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
の
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
、
目
玉
と
い
え
る
よ
う

な
事
業
が
な
い
予
算
と
な
り

ま
し
た
。 

　
安
全
で
、
安
心
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

な
お
一
層
の
気
持
ち
を
引
き

締
め
て
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
る
か
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 （

全
員
賛
成
で
可
決
） 

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

◇
老
人
保
健
特
別
会
計 

◇
後
期
高
齢
者
医
療 

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計 

◇
奨
学
資
金
特
別
会
計 

◇
公
共
下
水
道
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計 

◇
農
業
集
落
排
水
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計 

◇
水
道
事
業
会
計 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

平成20年度各会計当初予算額 

会　計　区　分 H20年度予算額 H19年度予算額 比較（％） 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

後期高齢者医療特別会計  

奨 学 資 金 特 別 会 計  

公共下水道事業特別会計  

農業集落排水事業特別会計 

収 益 的 支 出  

資 本 的 支 出  

水
道
事
業 

会
　
　
計 

66億3,300万円 

30億5,516万円 

3億   425万円 

3億8,856万円 

355万円 

11億1,213万円 

8,364万円 

6億2,867万円 

2億3,719万円 

68億6,000万円 

31億6,720万円 

22億     75万円 

－ 

334万円 

11億   912万円 

8,500万円 

6億   462万円 

2億   743万円 

△ 3.3 

△ 3.5 

△ 86.2 

－ 

6.3 

0.3 

△ 1.6 

4.0 

14.3

平成20年度 平成19年度 

6,633,000千円 6,860,000千円 

102,763

105,463

3,060

10,01110,749

3,060

102,763

105,463

778,761

2,006,815

1,099,292

20
157,354
17,152
753,379

253,718

761,710

3,060

913,265

10,011

737,616

1,996,240

1,057,336

167,213
18

10,749

852,554

695,694

276,515

716,987
16,255

3,060

総務費総務費 

民生費民生費 

衛生費衛生費 

土木費土木費 

消防費消防費 

教育費教育費 

公債費公債費 

議会費 

総務費 

民生費 

衛生費 

労働費 
農林水産業費 
商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

災害復旧費 

公債費 

予備費 

一般会計前年度比較 

2（平成20年5月2日発行）　すえまち議会だより　No.1643 （平成20年5月2日発行）　すえまち議会だより　No.164

可決！ 可決！ 可決！ 66億3，300万円 66億3，300万円 66億3，300万円 
平成平成20年度年度 
一般会計 
当初予算 

平成平成20年度年度 
一般会計 
当初予算 

平成20年度 
一般会計 
当初予算 



4（平成20年5月2日発行）　すえまち議会だより　No.1645 （平成20年5月2日発行）　すえまち議会だより　No.164

道
路
特
定
財
源
問
題
は

道
路
特
定
財
源
問
題
は
 

道
路
特
定
財
源
問
題
は

道
路
特
定
財
源
問
題
は
 

道
路
特
定
財
源
問
題
は
 

道
路
整
備
に
支
障
を
き
た
す 

■ 

問 

　
現
在
の
須
恵
町
の
中
学
校

に
お
け
る
部
活
動
は
、
体
育

部
と
文
化
部
を
合
わ
せ
て
、

須
恵
中
学
校
が
一
三
、
須
恵

東
中
学
校
が
一
〇
と
い
う
比

較
的
に
限
ら
れ
た
選
択
肢
数

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
こ
れ
は
顧
問
や
指
導
者
数

に
限
り
が
あ
る
と
い
う
の
が

原
因
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
に

伴
い
越
境
を
強
い
ら
れ
る
な

ど
の
不
合
理
が
生
じ
て
い
ま

す
。 

　
そ
こ
で
、
そ
の
解
決
法
の

一
つ
と
し
て
、
二
つ
の
中
学

校
の
「
合
同
部
活
動
」
と
い

う
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
中
体
連
に
お
い
て
は
、
複

数
校
で
の
合
同
の
出
場
が
認

め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。 

　
教
育
長
の
考
え
は
。 

■ 

答
　
東
教
育
長 

　
須
恵
東
中
学
校
の
場
合
、

部
員
数
が
少
な
い
の
で
公
式

戦
出
場
の
た
め
の
チ
ー
ム
編

成
が
困
難
な
場
合
に
は
須
恵

中
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
公
式
戦
出
場
の
み
に
限
ら

ず
、
日
頃
の
部
活
動
に
お
い

て
も
合
同
で
活
動
で
き
る
よ

う
に
活
動
場
所
や
移
動
、
下

校
時
の
安
全
対
策
等
に
つ
い

て
も
、
両
校
の
指
導
者
と
保

護
者
と
の
間
で
十
分
協
議
し
、

連
携
協
力
し
あ
う
関
係
づ
く

り
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
教
育

委
員
会
と
し
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
水
泳
や
剣
道
な
ど

個
人
種
目
に
つ
い
て
も
公
式

戦
出
場
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
、
で
き
る
だ
け
学
校
の
部

活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

た
だ
く
よ
う
に
学
校
側
に
検

討
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

中学生の合同部活動中学生の合同部活動 中学生の合同部活動中学生の合同部活動 中学生の合同部活動 

合屋　伸好 議員 

連携協力しあう関係づくりを働きかける 
これかられからの町づの町づくりをどをどうするする これかられからの町づの町づくりをどをどうするする これからの町づくりをどうする 

教育を基盤とした町づくり 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は

バ
ス
は
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は

バ
ス
は
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
 

法
定
協
議
会
を
発
足
す
る 

■ 

問 

　
現
在
の
福
祉
バ
ス
を
町
民

が
、
誰
で
も
安
価
で
利
用
で

き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
」
に
変
更
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年
来

検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
合
同
部
活
動
の

支
援
が
発
端
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
他
に
も
多
く
の
利
便

性
が
あ
り
ま
す
。 

　
町
長
は
以
前
、
県
道
筑
紫

野
〜
古
賀
線
に
伴
う
質
問
の

答
弁
で
、
二
千
万
円
の
予
算

の
中
で
検
討
す
る
旨
を
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
の
経
緯
と
方
針
は
。

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
検
討
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、

現
在
国
と
の
協
議
段
階
で
す
。 

　
町
・
公
共
交
通
事
業
者
・

道
路
管
理
者
・
公
安
委
員
会
・

住
民
代
表
と
い
う
人
た
ち
に

よ
る
法
定
協
議
会
を
早
く
立

ち
上
げ
て
実
証
運
転
に
入
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
方
針
と
し
て
は
、
速
や
か

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、

時
間
帯
の
問
題
・
路
線
の
問

題
・
ど
う
い
う
バ
ス
を
運
行

さ
せ
る
か
等
に
よ
り
費
用
等

が
変
わ
っ
て
く
る
と
は
思
い

ま
す
が
予
算
費
用
等
に
つ
い

て
、
こ
の
法
定
協
議
会
の
中

で
審
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

■ 

問 

　
糟
屋
六
町
合
併
協
議
は
入

り
口
に
す
ら
入
れ
ず
、
一
か

ら
出
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
立
ち
入
っ
た
。 

　
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

中
で
明
る
い
展
望
が
見
出
せ

な
い
町
政
の
状
況
下
で
、
予

算
も
町
債
と
経
費
削
減
で
編

成
さ
れ
各
種
医
療
費
等
の
負

担
増
な
ど
財
政
は
さ
ら
に
硬

直
化
し
、
町
づ
く
り
は
停
滞

し
、
さ
ら
に
町
間
の
格
差
が

生
じ
な
い
か
懸
念
さ
れ
る
。 

　
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の

充
実
、
人
口
の
伸
び
悩
み
に

よ
る
住
民
の
定
住
化
促
進
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
導

入
、
企
業
誘
致
な
ど
諸
課
題

と
今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い

て
は
。 

稲永　信英 議員 

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
子
育
て
支
援
・
人
口
の
伸

び
悩
み
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
導
入
・
企
業
誘
致
の
問

題
等
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

私
の
町
づ
く
り
の
構
想
と
い

う
の
は
、
そ
の
町
の
持
っ
た

立
地
と
い
う
も
の
が
非
常
に

左
右
し
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
粕
屋
町
に
お
い
て
は
、
十

二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中

に
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
七
ケ
所
も
あ

り
、
国
道
も
走
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
で
、
南
部
三
町
に

お
い
て
は
、
国
道
す
ら
走
っ

て
い
な
い
と
い
う
交
通
ア
ク

セ
ス
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
志
免
町
・
粕
屋

町
に
比
べ
宇
美
町
・
須
恵
町
・

久
山
町
・
篠
栗
町
は
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
立
地
を
利
用
し
た
町

づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
と
行
政
と
が
手
を
携

え
て
人
と
人
、人
と
自
然
、人

と
町
が
共
生
す
る
教
育
を
基

盤
と
し
た
町
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

■ 

問 

　
通
常
国
会
に
お
い
て
、
継

続
か
一
般
財
源
化
を
め
ぐ
っ

て
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、
国
も
地
方
に
と

っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り

与
野
党
を
問
わ
ず
、
大
い
に

議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。 

　
石
油
の
高
騰
に
よ
る
運
輸

産
業
、
中
小
企
業
は
経
営
に

窮
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
物
価
高
と
給
料
の

目
減
り
で
国
民
は
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
中
で
与
野
党
内

で
も
一
般
財
源
化
に
理
解
す

る
声
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
ど
う
受
け
止
め
て

あ
る
の
か
。 

      

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
道
路
特
定
財
源
を
一
般
財

源
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

公
共
事
業
の
削
減
に
よ
り
余

剰
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
当

然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
暫
定
税
率
を
廃

止
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
そ
の
税
収
（
二
兆
六
千
億

円
）
を
ど
こ
か
ら
引
き
出
す

の
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
き
ま
す
。 

　
こ
の
二
兆
六
千
億
円
が
福

岡
県
に
七
百
億
円
程
度
、
そ

の
内
、
須
恵
町
に
は
五
千
万

円
と
い
う
補
助
金
が
分
配
さ

れ
、
道
路
整
備
等
に
充
て
る

非
常
に
大
き
な
財
源
で
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
な
く

な
る
と
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

か
ら
の
連
結
道
路
も
で
き
な

く
な
る
し
、
筑
紫
野
〜
古
賀

線
の
拡
幅
工
事
等
も
で
き
な

く
な
る
と
い
う
状
況
に
陥
っ

て
き
ま
す
。 

一般質問  ここが 聞きたい！ ここが 聞きたい！ 
答弁中の中嶋町長 
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■ 

問 

　
厚
生
労
働
省
は
、
昨
年
十

月
、
後
発
薬
の
普
及
策
と
し

て
「
お
試
し
調
剤
」
制
度
の

導
入
を
計
画
し
ま
し
た
。 

　
患
者
に
後
発
薬
を
一
週
間

試
し
て
も
ら
い
、
問
題
が
な

け
れ
ば
本
格
的
に
使
用
し
て

も
ら
う
制
度
で
す
。 

　
そ
れ
に
「
お
試
し
調
剤
」

を
実
施
し
た
薬
局
に
は
、
調

剤
報
酬
を
上
乗
せ
す
る
こ
と

で
普
及
を
促
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
で
の
実
現
を
目
指
す

と
し
て
お
り
、
後
発
薬
を
一

定
以
上
使
用
し
た
薬
局
に
は
、

調
剤
基
本
料
を
手
厚
く
分
配

さ
れ
る
も
の
で
四
月
よ
り
実

施
す
る
方
針
で
す
。 

　
後
発
医
療
薬
品
メ
ー
カ
ー

も
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
医

師
が
後
発
品
を
優
先
的
に
処

方
す
る
の
を
好
機
と
み
て
い

ま
す
。 

　
町
政
と
し
て
も
医
療
費
の

抑
制
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
り
、
ま
た
患
者
の
薬
剤

費
の
負
担
軽
減
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
今
後
こ
の
後
発
医
薬
品
の

使
用
が
進
ん
で
い
っ
た
場
合
、

本
町
に
お
い
て
の
効
果
と
し

て
、
計
算
的
に
非
常
に
難
し

い
問
題
で
す
が
、
平
成
十
八

年
度
が
一
億
六
千
七
百
万
円

の
医
薬
品
代
で
、
若
干
こ
れ

が
下
が
り
医
療
費
抑
制
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
期
待

を
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
の
国
費
ベ

ー
ス
だ
と
、
二
百
二
十
億
円

の
削
減
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
試
算
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
　 

　
富
山
県
・
広
島
県
に
つ
い

て
は
、
後
発
医
薬
品
の
利
用

に
つ
い
て
の
促
進
が
図
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

そ
う
い
っ
た
他
県
の
先
進
地

の
例
を
見
習
い
な
が
ら
糟
屋

郡
の
担
当
課
長
会
に
お
き
ま

し
て
何
ら
か
の
手
立
て
を
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　 

飲酒運転撲滅の取組は飲酒運転撲滅の取組は 飲酒運転撲滅の取組は飲酒運転撲滅の取組は 飲酒運転撲滅の取組は 

須
恵
町
医
療
費

須
恵
町
医
療
費 

　
　
抑
制
対
策
は

　
　
抑
制
対
策
は 

須
恵
町
医
療
費

須
恵
町
医
療
費 

　
　
抑
制
対
策
は

　
　
抑
制
対
策
は 

須
恵
町
医
療
費 

　
　
抑
制
対
策
は 

先
進
地
の
例
を
見
習
い
な
が
ら 

荒木　敏光 議員 原野　敏彦 議員 

徹底指導 

知 望 りたいこと 
むこと 

アザレアホールで行われた「交通死亡事故根絶総決起大会」 
雨の中での出動式 

ジェネリック医薬品お願いカード 

■ 

問 

　
昨
年
、
南
部
消
防
本
部
職

員
が
警
察
の
飲
酒
検
問
を
受

け
、
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
り

検
挙
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
町
に
お
い
て
飲
酒
運
転

防
止
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
検
査
方
法
、
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
導
入
、

も
し
検
査
を
さ
れ
て
い
て
基

準
値
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
職

員
の
勤
務
を
停
止
す
る
の
か
。 

　
今
後
の
本
町
の
飲
酒
運
転

撲
滅
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。 

　
ま
た
、
消
防
団
員
の
火
災

出
動
時
の
指
導
に
つ
い
て
は
。 

 

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
に
お
け
る
啓

発
あ
る
い
は
区
長
会
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
団
体
で
の
会

合
時
に
飲
酒
運
転
撲
滅
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。 

　
町
職
員
に
対
す
る
防
止
に

つ
い
て
は
、
課
長
会
に
お
い

て
再
三
指
導
管
理
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
飲
酒
後
は
十

時
間
以
上
空
け
て
運
転
す
る

よ
う
に
と
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
ア
ル
コ
ー
ル
感
知

器
を
一
台
導
入
し
て
お
り
、

今
後
は
ア
ル
コ
ー
ル
感
知
器

の
数
を
増
や
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

　
各
自
が
確
認
で
き
る
と
い

う
程
度
で
義
務
付
け
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
基
準
以
上
、

ま
た
極
端
に
ひ
ど
い
場
合
は

帰
宅
命
令
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
　 

　
ま
た
消
防
団
員
の
指
導
に

つ
い
て
は
、
消
防
役
員
会
に

お
い
て
度
々
議
題
と
し
て
取

り
上
げ
て
お
り
、
飲
酒
運
転

撲
滅
運
動
に
一
役
買
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
お
願
い

も
し
て
い
ま
す
。 

　
飲
酒
運
転
撲
滅
に
つ
い
て

は
、
行
政
、
消
防
団
も
含
め

て
徹
底
的
に
守
る
と
い
う
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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今村　桂子 議員 

■ 

問 

　
須
恵
中
央
駅
へ
の
子
ど
も

た
ち
を
送
り
迎
え
す
る
車
が

時
間
帯
に
よ
っ
て
歩
道
に
ま

で
乗
り
上
げ
て
待
っ
て
い
る

状
態
で
す
。 

　
普
段
で
も
Ｕ
タ
ー
ン
場
所

に
駐
車
し
て
お
り
、
次
の
車

が
来
て
も
出
て
行
こ
う
と
も

せ
ず
居
座
っ
た
ま
ま
な
の
で
、

し
か
た
な
く
歩
道
に
乗
り
上

げ
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
出
て
い

く
状
態
で
す
。 

　
駅
前
広
場
は
狭
い
と
思
い

ま
す
が
、
何
と
か
知
恵
を
出

し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
化
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
御
検
討
を
。 

      

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
ロ
ー
タ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う

と
す
れ
ば
、
幅
員
が
十
三
メ

ー
ト
ル
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

須
恵
中
央
駅
の
間
口
の
幅
員

は
、
歩
道
を
含
め
た
と
こ
ろ

で
の
十
三
メ
ー
ト
ル
な
の
で

待
合
室
や
歩
道
等
を
無
く
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
徒
歩
又
は
自
転
車
に
よ
る

利
用
者
の
方
の
安
全
性
を
損

な
う
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、

駅
舎
・
コ
ン
コ
ー
ス
の
改
良

が
伴
い
、
そ
れ
に
加
え
ロ
ー

タ
リ
ー
入
り
口
に
新
た
な
交

差
点
を
設
け
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
さ
ら
な
る
交
通

渋
滞
・
交
通
事
故
を
誘
発
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
改
良
す
る

こ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
等
交
通
管
理

者
か
ら
の
同
意
を
得
る
こ
と

は
か
な
り
厳
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。 

　
中
央
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
化

に
関
し
て
は
、
現
在
の
利
用

状
況
か
ら
見
て
歩
行
者
を
優

先
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 

須恵中央駅駅前広場の改造を須恵中央駅駅前広場の改造を 須恵中央駅駅前広場の改造を須恵中央駅駅前広場の改造を 須恵中央駅駅前広場の改造を 

柴田　真人 議員 

歩行者を優先する 
安心安全な食品を安心安全な食品を 安心安全な食品を安心安全な食品を 安心安全な食品を 

厳重に注意を払っている 
■ 

問 

　
中
国
か
ら
輸
入
し
た
冷
凍

餃
子
に
基
準
値
を
超
え
る
農

薬
が
混
入
し
、
世
間
を
騒
が

せ
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。 

　
須
恵
町
に
お
い
て
は
、
保

育
所
・
小
学
校
給
食
に
問
題

の
餃
子
は
使
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
か
。 

　
給
食
に
使
用
さ
れ
る
地
産

の
食
品
の
割
合
は
。 

　
地
産
地
消
の
推
進
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。 

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
三

九
％
と
低
く
、
世
界
の
先
進

諸
国
の
中
で
も
最
低
の
水
準

と
な
っ
て
い
る
。 

　
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
の

対
策
や
安
心
安
全
な
食
品
を

食
す
る
た
め
に
、
須
恵
町
独

自
の
農
業
者
へ
の
支
援
は
あ

る
か
。 

　
若
人
の
農
業
離
れ
も
深
刻

だ
が
、
何
か
対
策
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。 

   

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
問
題
と
な
っ
た
中
国
冷
凍

餃
子
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
本
町
は
食
か
ら
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
の

で
、
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

厳
重
に
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。 

　
地
産
食
品
の
割
合
を
数
値

化
す
る
こ
と
は
多
種
多
様
に

わ
た
っ
て
い
る
た
め
非
常
に

難
し
い
わ
け
で
す
が
、
Ｊ
Ａ

粕
屋
の
米
を
一
〇
〇
％
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
は
国

産
品
で
、
そ
の
内
、
須
恵
町

で
産
出
さ
れ
た
も
の
が
二
八
・

六
％
で
す
。 

　
ま
た
、
冷
凍
食
材
に
中
国

産
を
使
用
し
て
い
る
物
も
あ

り
ま
す
が
、
学
校
給
食
会
で

の
三
百
五
十
項
目
に
及
ぶ
検

査
並
び
に
細
菌
検
査
を
行
っ

た
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、

安
全
性
に
は
確
保
を
務
め
て

い
る
状
況
で
す
。 

　
本
町
単
独
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
農
用
地
流
動
化
対
策
事

業
補
助
金
と
い
う
こ
と
で
、

水
田
の
借
り
手
、
農
業
者
へ

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
農
業
政
策
に
つ
い
て
、
須

恵
町
の
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
、
地
産
づ
く
り
計
画
等
、

い
ろ
い
ろ
と
須
恵
町
地
域
水

田
農
業
推
進
協
議
会
に
よ
り
、

毎
年
策
定
計
画
を
挙
げ
て
進

め
て
い
ま
す
が
、
近
郊
農
家

で
兼
業
農
家
あ
る
い
は
日
曜

農
業
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ

で
、
農
用
地
を
集
積
し
農
業

政
策
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
以
外
、
規
模
の
拡
大
も
図

れ
な
い
と
い
う
中
で
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　 

小学校給食の様子 

ロータリー化できないのか？須恵中央駅 
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「せ「せんたんたく」に参加された動機はに参加された動機は 「せ「せんたんたく」に参加された動機はに参加された動機は 「せんたく」に参加された動機は 

不
当
要
求
行
為
対
策
は

不
当
要
求
行
為
対
策
は 

不
当
要
求
行
為
対
策
は

不
当
要
求
行
為
対
策
は 

不
当
要
求
行
為
対
策
は 

要
綱
を
作
成
し
防
止
委
員
会
を
設
置 

森　勝己 議員 御手洗　寿乃 議員 

課せられた課題がそこにはあるのでは 

「地域・生活者起点で日本を洗濯（選択）する国民連合」“せんたく”が発足 
［新しい日本をつくる国民会議－21世紀臨調オフィシャルホームページより］引用 

庁舎電話に設置されている録音機 

■ 

問 

　
二
月
の
新
聞
紙
上
で
「
せ

ん
た
く
」
に
参
加
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。 

　
北
川
前
三
重
県
知
事
や
東

国
原
宮
崎
県
知
事
等
々
が
発

起
人
と
な
っ
て
で
き
た
組
織

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
私

が
思
い
ま
す
に
は
「
地
方
自

治
の
旗
手
」
と
し
て
の
役
割
、

上
意
下
達
で
は
な
く
下
意
上

達
と
で
も
い
い
ま
す
か
、
地

方
の
声
が
国
を
変
え
る
、
そ

う
い
う
役
割
を
担
っ
て
の
「
せ

ん
た
く
」
で
あ
れ
ば
非
常
に

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
、
町
長

が
そ
れ
に
参
加
さ
れ
た
こ
と

に
「
そ
の
意
気
や
よ
し
」
と

感
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

    

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
地
域
あ
る
い
は
生
活
者
の

起
点
で
日
本
を
（
洗
濯
・
選

択
）
す
る
国
民
連
合
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も
魅
か
れ
、

我
々
が
こ
れ
か
ら
地
方
分
権

化
や
道
州
制
を
向
か
え
て
い

く
中
で
、
我
々
首
長
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
課
題
が
そ
こ

に
投
げ
か
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
を
持
っ

て
参
加
し
た
の
が
本
音
で
す
。 

　
し
か
し
、
ど
う
も
見
え
に

く
い
も
の
が
あ
り
、
大
い
に

期
待
を
し
て
参
加
し
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
地
方
あ
る
い
は

生
活
者
の
起
点
で
と
い
う
部

分
か
ら
遠
ざ
か
り
、
次
の
総

選
挙
に
向
け
て
と
い
う
テ
ー

マ
が
余
り
に
も
大
き
過
ぎ
た

の
で
は
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

　「
次
の
総
選
挙
を
有
権
者

に
と
っ
て
実
り
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
活
動
し
、
総
選

挙
の
公
示
の
段
階
で
そ
の
役

割
を
終
え
る
」
と
衆
議
院
総

選
挙
の
公
示
が
な
さ
れ
た
ら
、

そ
こ
で
こ
の
せ
ん
た
く
の
会

は
解
散
を
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
す
。 

　
そ
れ
で
活
動
が
で
き
る
の

か
と
い
う
思
い
も
あ
る
し
、

ま
し
て
や
こ
れ
は
新
党
運
動

で
も
な
い
、
特
定
の
政
党
の

候
補
者
を
支
持
・
推
薦
す
る

選
挙
活
動
も
一
切
禁
止
と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、
ど
う
も

こ
の
会
の
不
可
思
議
さ
を
感

じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
し
か
し
、
思
い
と
い
う
も

の
は
伝
わ
り
ま
し
た
。 

　
各
界
の
代
表
の
方
々
の
意

見
や
国
会
議
員
の
方
々
が
中

心
と
な
り
行
っ
た
質
問
内
容

等
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の

自
分
と
し
て
の
知
識
に
な
っ

た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

■ 

問 

　
町
行
政
に
対
し
て
、
ま
た

教
職
員
に
対
し
不
当
な
行
為
、

ま
た
言
動
が
電
話
や
口
頭
で

あ
る
や
に
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
町
長
に
対
す
る
意
見
要
望

も
す
べ
て
記
録
さ
れ
る
等
の

不
当
要
求
防
止
対
策
を
明
記

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。 

　
本
町
の
不
当
要
求
防
止
対

策
要
綱
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

　
実
際
に
不
当
要
求
行
為
と

思
わ
れ
る
事
は
あ
っ
た
の
か
。 

　
小
中
学
校
で
の
不
当
要
求

行
為
と
思
わ
れ
る
よ
う
こ
と

が
過
去
に
な
か
っ
た
か
。 

　
条
例
化
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
し
っ
か
り
作
っ
た
ら
ど
う 

か
。 

   

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
近
年
、
行
政
に
対
す
る
権

限
行
使
要
求
、
金
品
の
要
求

等
増
え
て
き
て
い
る
の
が
現

状
で
す
が
、
本
町
に
お
い
て

そ
う
い
う
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
対
策
と
し
て
、
平
成
十
六

年
に
粕
屋
警
察
署
指
導
の
も

と
、
不
当
要
求
行
為
等
の
防

止
に
関
す
る
要
綱
を
作
成
し
、

不
当
要
求
行
為
等
の
防
止
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
不
当
要
求
行
為
等
が
発
生

し
た
場
合
は
、
直
ち
に
記
録

し
報
告
書
を
会
長
に
提
出
、

委
員
会
を
開
催
し
実
態
把
握

及
び
対
策
事
項
の
審
議
を
行

い
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
密
に
行
っ
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
窓
口
対
応
に
お
い

て
は
、
対
応
処
理
票
に
よ
り

す
べ
て
を
記
録
し
、
電
話
対

応
で
は
、
そ
の
交
信
内
容
を

録
音
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。 

　
行
政
暴
力
に
対
す
る
対
処

方
法
の
研
修
会
等
も
実
施
し

て
お
り
、
不
当
要
求
防
止
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
十
九
年
六

月
に
作
成
し
各
課
に
配
布
し

て
い
ま
す
。 

　
条
例
化
の
話
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
要

綱
で
対
応
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
学
校
に
対
す
る
不
当
要
求

行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

年
間
は
無
か
っ
た
と
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。 

　
給
食
費
や
保
育
費
等
の
滞

納
と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま

す
が
、
担
当
課
の
方
で
根
気

強
く
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
そ

の
処
理
に
つ
い
て
も
十
分
な

状
況
で
す
。 

町政を  問う   
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二
十
年
度
下
水
道
工
事 

六
億
一
千
三
百
万
円 

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る 

委
員
の
定
数
を
削
減 

二
十
年
度
水
道
工
事 

一
億
五
千
七
百
七
十
万
円 

総務建設産業  
委員会  レポート 

総務建設産業  文 教 厚 生  文 教 厚 生  
七
十
五
歳
か
ら
の 

医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト 

    

　
高
齢
者
に
応
じ
た
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
四

月
よ
り
七
十
五
歳
以
上
（
六

十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で

の
寝
た
き
り
の
人
等
を
含
む
）

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

　
七
十
五
歳
以
上
に
な
る
と

複
数
の
病
気
に
な
っ
た
り
、

治
療
が
長
期
化
す
る
傾
向
が

あ
り
、
高
齢
者
の
特
性
や
暮

ら
し
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。 

　
ま
た
、
老
人
医
療
費
が
平

成
二
十
五
年
に
は
約
二
十
五

兆
円
に
ま
で
増
え
る
と
推
測

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
で

は
、
現
役
世
代
の
負
担
が
重

く
な
る
た
め
、
財
源
を
公
費

五
割
、
現
役
世
代
四
割
、
七

十
五
歳
以
上
一
割
の
負
担
と

し
、
透
明
化
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

医
療
費
は
平
成
十
八
年
度
一

人
当
た
り
百
六
万
円
の
支
出

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
少
子
化
が
進
む
中
、
医
療

費
が
上
が
る
こ
と
が
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。 

　
老
人
保
健
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
各
市
町
村
ご
と
に
運
営

さ
れ
て
お
り
、
小
さ
な
自
治

体
に
と
っ
て
、
非
常
に
苦
慮

す
る
問
題
で
し
た
。 

　
そ
の
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
新
制
度
は
都
道
府
県
単

位
の
広
域
連
合
で
運
営
さ
れ

負
担
の
均
等
化
が
図
ら
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
制
度
は
、 

①
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま

す
。
従
来
は
二
枚
提
示
し
て

い
た
も
の
が
一
枚
提
示
す
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
保
険
料
が
安
く
な
る
人
が

多
く
な
り
ま
す
。 

③
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
治
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

④
担
当
医
を
持
つ
こ
と
が
可

能
で
、
窓
口
負
担
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。 

　
安
心
で
持
続
可
能
な
制
度

で
、
国
民
健
康
保
険
と
比
べ

保
険
料
の
負
担
は
軽
減
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
扶
養
家

族
で
保
険
料
が
不
要
だ
っ
た

人
に
も
公
平
化
と
い
う
観
点

か
ら
新
た
に
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
一
部
の
人
が
保
険
料
を
払

わ
な
い
と
不
公
平
が
生
じ
ま

す
。
負
担
分
を
分
か
ち
合
い
、

こ
の
保
険
制
度
を
継
続
し
、

お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

      

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
平
成
二
十
年
四
月
よ
り

妊
婦
健
診
に
対
す
る
健
診
費

用
の
助
成
が
二
回
か
ら
五
回

へ
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
回
目
に
つ
い
て
は
、
一

万
円
の
助
成
、
二
回
目
か
ら

五
回
目
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
六
千

円
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
糟
屋
地
区
の
市
町
に
お
い

て
実
施
が
決
定
し
た
も
の
で
、

他
地
区
よ
り
も
先
駆
け
た
取

り
組
み
で
す
。 

　
医
療
も
福
祉
も
政
治
も
経

済
も
す
べ
て
人
間
を
幸
福
に

す
る
た
め
に
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

介護予防事業「わくわくデイサロン」 

現地確認調査をする議員団 
（第2浄水場配水池） 

　
平
成
二
十
年
度
は
、
左
記

箇
所
の
面
整
備
を
行
い
ま
す
。 

 

①
大
島
原
　
役
場
前
の
大
島

原
交
差
点
よ
り
武
道
館
下
ま

で
と
、
Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
付
近
及
び
武
道
館
下
よ

り
須
恵
川
ま
で
。 

 

②
須
恵
　
役
場
西
側
下
、
町

道
大
島
原
３
号
線
。 

 

③
須
恵
　
須
恵
中
央
駅
下
か

ら
須
恵
宝
満
宮
裏
ま
で
、
か

や
の
保
育
所
前
か
ら
新
城
山

池
下
ま
で
、
か
や
の
地
区
。 

 

④
城
山
　
東
幼
稚
園
横
付
近
。 

 

⑤
長
礼
　
城
山
団
地
の
運
動

広
場
付
近
、
赤
坂
水
路
沿
い
。 

 

⑥
恵
西
　
恵
西
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
よ
り
恵
西
区
公
民
館
、
恵

西
公
民
館
か
ら
久
野
印
刷
手

前
ま
で
。 

 

⑦
山
の
神
　
山
の
神
区
公
民

館
周
辺
。 

⑧
恵
西
　
酒
見
た
ば
こ
屋
か

ら
下
に
家
庭
菜
園
手
前
ま
で

の
共
有
地
。 

 

⑨
山
の
神
　
恵
西
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
前
よ
り
昭
穂
区
へ
向
か

う
町
道
富
ケ
丘
線
沿
い
の
共

有
地
内
。 

 

　
事
業
費
六
億
一
千
三
百
万

円
、
財
源
内
訳
と
し
て
国
庫

補
助
金
二
億
円
、
町
債
三
億

八
千
二
百
三
十
万
円
、
受
益

者
負
担
金
三
千
六
十
五
万
円
、

一
般
財
源
五
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。 （

全
員
賛
成
で
可
決
）    

  

◇
水
道
管
切
り
替
え
工
事
　

下
水
道
工
事
①
〜
⑨
に
伴
う

水
道
管
切
り
替
え
工
事
で
す
。 

 

◇
新
原
　
新
原
工
業
団
地
の

王
子
製
紙
入
口
か
ら
、
県
道

筑
紫
野
〜
古
賀
線
に
向
か
っ

て
二
三
二
メ
ー
ト
ル
の
改
良

を
行
う
も
の
で
す
。 

　
こ
こ
は
、
昭
和
四
十
五
年

の
団
地
造
成
当
時
、
歩
道
内

に
埋
設
し
て
い
た
管
が
老
朽

化
し
た
事
と
、
街
路
樹
の
根

が
原
因
で
漏
水
が
多
発
し
て

い
ま
す
。 

　
歩
道
内
の
修
理
が
困
難
な

た
め
、
車
道
内
に
埋
設
す
る

も
の
で
す
。 

 

◇
佐
谷
　
第
二
浄
水
場
配
水

池
防
水
工
事 

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
元
年

に
建
設
以
来
二
十
年
経
過
し

て
お
り
、
昨
年
内
部
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
底
板
部
と
天

井
部
の
防
水
モ
ル
タ
ル
が
剥

離
状
態
に
あ
る
た
め
、
打
ち

変
え
る
も
の
で
す
。 

 

◇
佐
谷
　
第
二
浄
水
場
管
理

棟
塗
装
工
事 

　
配
水
池
と
同
じ
く
、
二
十

年
間
の
風
雨
等
に
よ
る
劣
化

お
よ
び
水
漏
れ
の
発
生
に
よ

り
今
回
改
良
す
る
も
の
で
す
。 

◇
藤
浦
・
皿
山
・
上
須
恵
・

城
山
　
配
水
施
設
補
修
工
事 

　
各
施
設
は
、
三
十
年
以
上

経
過
し
て
い
る
た
め
、
塗
装

等
の
劣
化
お
よ
び
躯
体
等
の

補
修
、
フ
ェ
ン
ス
等
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。 

 

　
事
業
費
一
億
五
千
七
百
七

十
万
円
、
財
源
内
訳
は
一
般

財
源
で
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
六
千
万
円
は
、

下
水
道
事
業
の
方
か
ら
の
補

償
費
で
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）      

　
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
が
「
十
人
」

か
ら
「
七
人
」
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

妊
産
婦
の 

皆
様
に
朗
報 
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拡張工事が計画されている筑紫野～古賀線 

   

◇
一
般
会
計
補
正
予
算 

　
　
　
　
　
　（
第
五
回
） 

　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
九
千

二
百
十
三
万
一
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
そ
れ
ぞ
れ
六
十
九
億
四
百

六
十
九
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。 

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
不

動
産
売
り
払
い
収
入
等
基
金

積
立
金
、
起
債
繰
り
上
げ
償

還
金
等
の
増
額
、
経
費
節
減

効
果
に
よ
る
不
用
額
の
減
額
、

職
員
の
退
職
・
育
児
休
業
に

伴
う
人
件
費
の
調
整
、
時
間

外
手
当
等
の
不
用
額
の
減
額
、

入
札
執
行
残
・
事
業
末
執
行

残
等
で
す
。 

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

　
　
補
正
予
算
（
第
三
回
） 

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会 

　
計
補
正
予
算
（
第
三
回
） 

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別 

会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
） 

◇
水
道
事
業
会
計
　 

　
　
補
正
予
算
（
第
二
回
） 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

補
正
予
算 

意
見
書 

中嶋　裕史　町長 

藤石　豊　議長 

町長報告 

糟
屋
６
町
合
併
協
議 

　
糟
屋
六
町
合
併
協
議
の
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て
、
昨

年
十
二
月
議
会
に
法
定
協
議

会
設
置
議
案
が
上
程
さ
れ
、

最
終
日
の
二
十
一
日
に
六
町

同
時
に
議
決
さ
れ
た
わ
け
で

す
が
、
結
果
に
つ
い
て
は
ご

存
じ
の
と
お
り
四
町
で
可
決
、

二
町
で
否
決
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
合

併
構
想
を
白
紙
に
戻
す
わ
け

に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
、

平
成
二
十
年
一
月
二
十
五
日

に
六
町
長
に
よ
る
協
議
で
、

六
町
合
併
の
方
針
を
維
持
す

る
こ
と
を
確
認
、
合
併
研
究

会
事
務
局
は
縮
小
し
二
人
体

制
で
三
月
中
ま
で
は
存
続
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
否
決
し
た
両
町
に
対

し
て
は
、
平
成
二
十
年
二
月

一
日
付
け
で
四
町
長
連
名
に

よ
り
「
糟
屋
六
町
合
併
協
議

会
設
置
に
つ
い
て
」
の
再
提

案
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。 

　
粕
屋
町
長
は
、
議
会
と
率

直
に
話
し
合
っ
て
合
併
協
議

会
設
置
に
努
力
し
、
新
市
像

を
議
論
し
て
住
民
に
判
断
を

仰
ぎ
た
い
と
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
久
山
町

長
か
ら
は
二
月
七
日
に
「
信

頼
に
お
応
え
致
す
べ
き
と
こ

ろ
で
す
が
、
ご
承
知
の
と
お

り
本
町
で
は
十
二
月
議
会
で

大
差
に
よ
る
否
決
と
な
っ
た

経
緯
が
あ
り
、
今
も
そ
の
状

況
に
何
ら
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

い
ろ
い
ろ
検
討
し
ま
し
た
が

再
提
案
で
き
る
状
況
に
な
い

と
の
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
」

と
の
回
答
を
う
け
合
併
構
想

か
ら
離
脱
す
る
考
え
を
示
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
残
る
五
町
で
新

た
な
枠
組
み
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
含
め
て
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。 

　
三
月
五
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
十
七
日
間
の
日
程
で
三

月
定
例
議
会
が
行
わ
れ
、
上

程
議
案
三
十
件
・
意
見
書
二

件
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
新
年
度
（
平
成
二
十

年
度
）
の
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

議
員
全
員
に
よ
る
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
慎
重

審
議
致
し
ま
し
た
。 

　
緊
縮
財
政
に
よ
る
行
財
政

改
革
が
求
め
ら
れ
る
中
、
併

て
議
会
改
革
も
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
議
員
提
案
に
よ
る
「
道
路

特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書
」
は
、
須
恵
町
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
の
現
状
を
考

え
賛
成
多
数
で
、「
介
護
労
働

者
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
意

見
書
」
は
、
現
況
の
労
働
条

件
や
環
境
に
よ
る
介
護
保
険

制
度
は
、
将
来
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
観
点
か
ら
全
員

賛
成
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
又
、
一
般
質
問
に
は
八
名

（
十
問
）の
議
員
が
町
長
と
教

育
長
に
対
し
て
町
政
を
問
う

活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。 

　
傍
聴
者
が
少
な
か
っ
た
の

が
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
思
い
が

し
ま
し
た
。
　
　
　 

　
住
民
の
皆
様
の
議
会
へ
の

関
心
は
議
員
の
資
質
の
向
上

と
議
会
の
活
性
化
に
結
び
付

く
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
議
会
と
住
民
と
の
垣
根
を

取
り
除
き
、
情
報
公
開
の
原

則
を
基
本
に
、
町
民
に
開
か

れ
た
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
全
力
で
取
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
　 

　
今
後
も
須
恵
町
議
会
に
対

す
る
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

◇
介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善

を
求
め
る
意
見
書
◇ 

　
介
護
に
携
わ
る
人
た
ち
が
、

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
仕
事

で
き
る
よ
う
、
ま
た
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
政
府
に

お
い
て
は
、
特
段
の
取
り
組

み
を
行
い
、
労
働
条
件
や
福

利
厚
生
の
向
上
に
全
力
を
挙

げ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

提
出
議
員
　
　
柴
田
　
真
人 

賛
成
議
員
　
　
森
　
　
勝
己 

 

　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　
政
府
関
係
機
関
へ
送
付
し

ま
し
た
。 

 

◇
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に

関
す
る
意
見
書
◇ 

　
現
行
の
道
路
特
定
財
源
の

暫
定
税
率
を
維
持
す
る
な
ど

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
場

合
、
本
町
の
道
路
整
備
は
深

刻
な
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
す

で
に
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
財
政
運
営
に
重
大
な
影

響
を
与
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
な
ど
、
生
活
が

混
乱
す
る
事
態
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て

は
、
地
方
の
道
路
整
備
が
遅

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
道

路
特
定
財
源
の
安
定
的
な
確

保
に
つ
い
て
の
施
策
を
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。 

提
出
議
員
　
　
原
野
　
敏
彦 

紹
介
議
員
　
　
合
屋
　
伸
好 

 

　
　（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

　
賛
成
：
十
二
、
反
対
：
一 

　
政
府
関
係
機
関
へ
送
付
し

ま
し
た
。 

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

m
mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm
m
m
m
m
m

須恵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

須恵町有給職員旅費支給条例の一部を改正する条例 

須恵町消防団条例の一部を改正する条例 

須恵町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

その他の議案 可・否 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

賛成多数 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

須恵町特別職の職員及び教育長の給与に関する 
条例の特例に関する条例の制定について 

須恵町職員の勤務時間、休業等に関する条例の 
一部を改正する条例 
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に 
関する条例の一部を改正する条例 
須恵町公聴会、調査等に出頭又は参加した者に対する 
実費弁償に関する条例の一部を改正する条例 

須恵町若年者専修学校等技能習得資金貸与条例の 
一部を改正する条例 

須恵町重度心身障害者医療費の支給に関する条例の 
一部を改正する条例 
須恵町母子家庭等医療費の支給に関する条例の 
一部を改正する条例 

町営路線の区域の変更について 

須恵町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

歳入・歳出 補正額 会　　計 

一　　　　　　般（第５回） 
  
国 民 健 康 保 険（第３回） 
  
公共下水道事業（第３回） 
  
農業集落排水事業（第３回） 

収益的 
 
資本的 

水道事業（第２回） 

歳 入 歳 出 補 正 予 算 （単位：千円） 

予算総額 

6,904,698 
 

2,887,922 
 

1,140,511 
 

83,908 
 

516,084 
608,175 
195,600 
343,466

92,131 
 

△17,108 
 

19,675 
 

△2,563 
 

△6,000 
3,907 

135,600 
136,041

歳　入 
歳　出 
歳　入 
歳　出 
歳　入 
歳　出 
歳　入 
歳　出 
歳　入 
歳　出 
歳　入 
歳　出 

議会が、議会としての権限を行
使し、法的に活動することがで
きる期間のこと。 
本会議初日から最終日までをいう。 
この会期は、本会議初日に議長
が会議に諮って決定する。 

シリーズ 「
会
期
」と
は
？ 

三
月
議
会
を
終
え
て 

議　長　通　信 


